
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

主 催  福井県特別支援学校教育研究会 

後 援  福井県教育委員会 

主管校  福井県立福井東特別支援学校 

実践に役立つ 

研究会 

福井県特別支援学校教育研究会 

～３つの視点～ 

 

他校の特色ある 

実践を知る 

研究会 

資質向上となる 

研究会 

全体会 

令和元年 １０月 ２日（水） 

９：１０ ～ １６：００ 

 

 

福井県立福井東特別支援学校 本校 

 

 

 

全体会のねらい 

主管校の実践や提案を基に、子どもたち

一人一人の自立を支え、生きる力をはぐく

む支援について考える。 

分科会 

令和元年 ７月２４日（水） 

１３：３０ ～ １６：００ 

 

  福井県立嶺南西特別支援学校 

福井県立福井南特別支援学校 

福井県立福井特別支援学校 

福井県立嶺北特別支援学校 

 

分科会のねらい 

各学校の実践や提案を基に、子どもたち

一人一人の自立を支え、生きる力をはぐく

む支援について考える。 

〇 研 究 主 題 〇 

一人一人の自立を支え、生きる力をはぐくむ支援の在り方 

 



 

 

 

日時  

令和元年 ７月２４日（水） １３：３０～１６：００ 

 会場  

   

日程 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

担 当 校 会 場 

福井県立嶺南西特別支援学校 同 校 視聴覚室 

福井県立福井南特別支援学校 同 校 多目的室他 

福井県立福井特別支援学校 同 校 プレイルーム 

福井県立嶺北特別支援学校 同 校 食堂 

テーマ  社会に通用する基本行動の確立を目指した支援の在り方 

 

協議の着眼点 

〇児童生徒が身につけた力を、社会に通用する力として、他の場面でも発揮で

きるようにするための指導、支援の工夫 

 

内容  ○基本行動（基本的生活習慣と、様々な場面での基本ルールやマナー）の確立

を目指した取組の発表と、各校の事例をもとに、指導、支援の工夫について

グループ協議を行う。 

 

助言者  元愛媛大学教授 上岡 一世 氏 

１３：００ １３：３０ 

受付 
アンケート記入後 

分科会ごとに解散 
分 科 会 

各校の設定時間 

分科会について 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

テーマ  日生・遊び・生単の授業で行う日常生活技能の導入的指導・支援 

 

協議の着眼点 

○日常生活技能を身に付けるために、小学部でどのように取り組んでいるか。 

○今後の支援に生かせるようなエプロンの着方の動作分析ができたか。 

 

内容  〇前半は、日常生活技能の導入的指導と支援について報告する。後半のグルー

プワークでは、エプロンの着方の動作分析を行い、子どもの困り感、教師の

支援について考える。 

 

助言者  特定ＮＰＯ法人日本ポーテージ協会 スーパーバイザー 

     石川湖南支部 認定相談員 小坂 正栄 氏 

テーマ  主体的に活動する力を育む寄宿舎における自治会活動について 

 

協議の着眼点   

○主体的に取り組む舎生の育成について 

○豊かな生活を送るための支援について 

 

内容    〇主体的に行動し、豊かに生活するための力を育てることを目的とした自治会 

活動の取組について紹介する。 

 また、各校での主体的な活動についての情報交換を行う。 

 

助言者  福井県特別支援教育センター 

指導主事 源甲斐 恵美 氏 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

テーマ  卒業を控えた高等部生としての自立に向けた支援 

～最近接の課題設定の在り方を通して～ 

 

協議の着眼点   

○課題の設定と支援の方法について 

○教師自身の振り返りと次の授業への生かし方について 

 

内容  〇校内研究テーマ「児童生徒の最近接の課題を適切に設定し、できること

へと導くための指導の工夫」について、作業学習、自立活動での取組を発

表し、観点に基づいた協議を行う。 

 

助言者  金沢大学 人間社会学域学校教育学類 

 教授 吉川 一義 氏  

・分科会の会場案内については、各分科会会場校のホームページを御覧ください。 

※詳細は各会場校にお問い合わせください。 

・参加人数に調整が必要な場合は、事務局より連絡させていただきます。 

・お申込後、やむをえず欠席される場合は、下記のとおり御連絡ください。 

７月２３日（火）までは特教研事務局（福井東特別支援学校）へ 

７月２４日（水）当日は、各分科会会場校へ 



 

 

日時 令和元年 １０月２日（水） ９：１０～１６：００ 

 会場 福井県立福井東特別支援学校 本校 

日程 

9:10  9:30  9:45      10:35 10:45      11:35 11:45 11:50        12:50 

 

 

 

12:50        13:40             14:50  15:00         15:50   16:00 

開会式 

全体発表 

ポスター発表 

質疑応答 

休
憩
移
動 

講演会 
講師：福井大学 
連合大学院 

教職開発研究科 
准教授 笹原未来 氏 

アンケート 

記入 

 

～開会式～ 

   挨 拶  福井県特別支援学校教育研究会 会長 

   祝 辞  福井県教育委員会 

 

～全体発表～ 

主管校テーマ 

『 自立と社会参加に向けて、生きる力をはぐくむ支援 

～個のニーズに応じた授業づくり・支援の在り方を探る～ 』 

病弱及び肢体不自由の児童生徒が学んでいる本校では、多様な障害のある児童生徒にとっ

て、自立と社会参加とは何か、そのために必要な力（生きる力）をはぐくむ支援について検

討することを平成２８年度からの研究テーマとした。具体的には、個のニーズに応じた「授

業づくり」と「支援の在り方」を探ることに取り組み、「つながる」をキーワードにその取

組の内容と成果を各学部の事例を交えて紹介する。 

 

～講演会～ 

演題『 再考：自立と社会参加 』 

講師：福井大学連合大学院 教職開発研究科 准教授 笹原 未来 氏 

 

主管校が日頃、助言指導を受けている 笹原未来氏から病弱の特別支援学校である本校の

教育実践を通して、個のニーズに応じた「授業づくり」や「支援の在り方」について、講演

をいただく。より良い授業研究会の持ち方や校内支援体制づくり、外部機関との連携などと

も関連付けたお話をいただく。 

受 

付 

日
程
説
明 

公開授業Ⅰ 
移 

動 

公開授業Ⅱ 
移 

動 

諸
連
絡 

昼食 休憩 

全体会について 



 

 

６つの公開授業とポスター発表を実施 

本校での授業づくりの取組について各障害部別に公開授業で紹介する。 

各障害部学部で取り組んできた研究内容について、各教室に６つのブースを設けてポスタ

ー発表を行う。研究テーマに沿った協議内容を設定して、発表後に参加者によるグループセ

ッションを行う。 

※ポスター発表は前半と後半の 2 回行う。参加者には申込時に２つの参加希望学部の調査

を行い、参加人数を調整して前半と後半に振り分ける。参加者はそれぞれのポスター発表と

セッションに参加していただく。 

 

重複障害部 テーマ『一人一人のニーズに寄り添った授業づくり』 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

病弱・肢体不自由部 小中学部  

テーマ『個のニーズに応じた支援の在り方を工夫し、人とのかかわりを広げる授業づくり』 

 

 

 

 

 

 

 

小学部 自立活動（うんどう遊び） 

公開授業：『 遊具で遊ぼう 』 

ポスター発表：〈協議のテーマ〉 

○他者を意識することが難しい児童への支援について 

公開授業およびポスター発表 

中学部 自立活動（感触・感覚） 

公開授業：『 風を感じよう ～風船を使って～ 』 

ポスター発表：〈協議のテーマ〉 

○生徒が活動に興味関心や見通しをもって仲間を意識し主体的に活動するための支援 

（働き掛けや教材、環境設定など）について 

高等部 自立活動（制作的な活動） 

公開授業：『 感じてみよう、こめ、コメ、米 』 

ポスター発表：〈協議のテーマ〉 

○障害の重い生徒の興味関心をより高める素材選びや、身近な人（教師や友達）と関

わり、つながるための支援（活動内容の工夫、生徒や教師の配置、教材教具の工夫）

について 

自立活動（集団活動） 

公開授業：『 学校祭の模擬店を企画しよう 』 

ポスター発表：〈協議のテーマ〉 

○学年、障害などがさまざまな児童生徒の実態や個のニーズに応じた集団活動の支援

の在り方について 

○人とのかかわりや集団への参加に困難さをもつ児童生徒への支援について 



病弱・肢体不自由部 高等部  

テーマ『社会自立に向けての個に応じた支援 ～キャリア教育の視点を入れて～』 

 

 

 

 

 

 

五領・月見分教室  

テーマ『個々のニーズに応じた分教室での支援の在り方を考える』 

 

 

 

 

 

大会参加申込みについて 

 大会参加につきましては、主管校（福井県立福井東特別支援学校）ホームページ上から申

込書をダウンロードし、FAX にてお申込ください。または、申込書に記載された必要事項

をメールの本文欄に御記入の上メールにてお申込みください。（メールに申込書を添付して

送信されても受付ができませんので御注意ください。） 

ホームページアドレス  http://www.fukuihigashi-sh.ed.jp/ 

参加対象    県内外の教職員 

申込み締切り  分科会 令和元年 ６月２７日（木） 

              全体会 令和元年 ７月１２日（金） 

申込み先    FAX  077６-53-0350 

                     メール   tokkyouken@fukuihigashi-sh.ed.jp  

問合せ（事務局）  

       〒910-0846 福井市四ツ井２丁目８－１ 

                 福井県立福井東特別支援学校   

担当 前田 貴史（まえだ たかし）                  

TEL 0776-53-6575 

FAX 0776-53-0350 

非会員の方の資料代について 

  ・分科会（７月２４日）に参加の方は、資料代として 300円お願いします。（当日徴収） 

  ・全体会（１０月２日）に参加の方は、資料代として 500円お願いします。（当日徴収） 

総合的な学習（探究）の時間 （キャリアデザイン） 

公開授業：『 バーチャル職場体験に行こう 』 

ポスター発表：〈協議のテーマ〉 

○社会自立に向けてのキャリア発達を促す支援（アセスメントシート、ＩＣＴ活用、

振り返りシート）の在り方について 

公開授業：分教室の案内（ビデオ放映） 

ポスター発表：〈協議のテーマ〉 

○一人一人のニーズの把握と医療機関や前籍校との連携について 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

《電車・バスでのアクセス》 

●えちぜん鉄道 「福井駅」から「福井口駅」まで 約 3 分 

         「福井口駅」から徒歩 約１０分 

 

●京福バス   「JR 福井駅」 ⇔ 「県立病院」  

福井駅西口バスターミナル ①乗り場（北東方面）から乗車 

バス停：「県立病院」で下車 徒歩約 5 分 

 

《車でのアクセス》 

北陸自動車道 「福井北」インターチェンジから 約 10 分 

       「福井」インターチェンジから 約 10 分 

お願い 

 当日は上履きを御持参ください。 

 昼食は各自で御持参ください。 

 車で来校される場合は できるだけ乗り合わせでお願いします。 

環境への配慮から アイドリングストップに御協力ください。 

 会場は敷地内を含めすべて禁煙となっておりますので御協力をお願いします。 

 

 

全体会 会場案内 


